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日本語の語彙の学習に対する、Inside Outside Circle メソッドの効果 

 

1. はじめに 

日本語学習は基本的な語彙や文型を教え始めることである。そして、読解、

聴解、会話などで語彙を把握していることが必要である。授業で日本語に学習者を

教えるときに新しい語彙の暗記をするのは問題だと思われる。 

それは、学習の中では講義方法の使用したということを教えられる。語彙の

教えられることにはもっとユニークな効果的、楽しいメソッドが必要であり、Inside 

Outside Circleメソッドの使用することが一つ方法である。そうすると、学習者は語彙

を覚えやすいと期待する。 

その問題を解決するために、効果的な方法が必要である。それは Inside 

Outside Circleメソッドである。この方法は日本語の語彙を簡単に暗記できるようにな

る。また日本語に興味をもっと持たさせ、学生が勉強するときに、集中でき、モチ

ベーションを高めるようになる。だから、日本語語彙の把握に対する、 Inside 

Outside Circle メソッドについて研究する。 

 

2. 研究の課題 

研究の問題は次のようである。 

1. Inside Outside Circle メソッドを使用する前に、学習者の日本語の語彙の能力はど

うであろうか？ 

2. 学習者の日本語の語彙の理解を高めるために、Inside Outside Circle メソッドは効

果があるかどうか？ 

3. Inside Outside Circle メソッドを使用した日本語の語彙の学習に対する学習者の印

象はどうであろうか？ 

 

3. 本研究の目的 

本研究の目的はつぎのようである。 

1． Inside Outside Circle メソッドは日本語の語彙能力を上げることの確認である 

2． 従来よりもっとユニークな効果的、楽しいメソッドが必要な確認である 

3． 日本語の語彙を簡単に暗記できるようになるためである 
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4. 調査方法 

本研究に用いられた研究の方法は純粋実験方法ということである。本研究で

使用されるデザインは Pretest-posttest control group design である。本研究デザインに

は Random sampling 研究のデザインでサンプルを選ぶことにした。本研究の対象者は

6 名の医学部のインドネシア人学生である。 

データを得るために、研究の方法はテストとアンケートである。テストは二

回行った。それは事前テスト(pre test) と事後テスト(posttest)である。実験する前に事

前テスト(pre test)を行い、実験した後、事後テスト(posttest)を行った。そして、アン

ケートを集めた。 

 

4.1 Inside Outside Circle メソッドのやり方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 人を 2 グルプにわけて、3 人が内側にいて、3 人が外側にいる。次にそれぞ

れ皆は絵の描いてあるカードをもらって、内側の人たちは黄色いい絵カードを持っ

て、外側はピンク絵カードを持っている。そして 2 分ぐらいいろいろな自分の持っ
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ている言葉を相談している。2 分終わった後、外側の人たちが右側に一歩移動して、

新しいパートナーができて、同じルールを続ける。 

 

4.2 医学に関する単語のリスト 
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5. 調査結果の分析 

5.1 データの処理 

1． テスト 

テストの分析は次の公式を使用する： 

a. 事前の表を作る/ X 変数と Y 変数を定めた 

表 5-1-1 

No X Y 

(1) (2) (3) 

- - - 

- - - 

∑   

M   

 

b. X 変数と Y 変数の平均点を計算する公式 

 

 

 

 

 

 Mx =
∑𝑥

𝑁1
  My =

∑𝑦

𝑁2
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研究の結果に基づき、データの分析は次のようである。 

表 5-1-2 

NO 対象の名前： 成績 

事前テスト 事後テスト 

1 didin 95 100 

2 ryan 80 95 

3 rini 60 100 

4 anto 60 90 

5 yusri 85 100 

6 laras 55 95 

∑ 435 580 

平均点 72，50 96，67 

 

図 5-1-3 
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上記の表に基づき、日本語の語彙の学習に Inside Outside Circle メソッドを使

用した後、事後テストの平均点の効果は 96,67点である。一方、事前テストの平均

点の結果は 72,50 である。そしてインドネシア教育大学の評価基準解釈に基づ

き、実験クラスの日本語の語彙能力は非常に良いカテゴリである。それなの

に、対象の事後テスト平均点の結果はコ事後テストの平均点効果より高いと

いうことが分かった。そのため、日本語の語彙の能力には重要な差があると

言える。つまり、Inside Outside Circle メソッドを使用する日本語の語彙の学習は

「Inside Outside Circle メソッドを使用しない日本語の語彙学習より効果的である」。 

5.2 分析及び解釈 

日本語の語彙能力に対する Inside Outside Circle メソッドの使用はどのぐらい

効果があるのを知るために、normalized gain 平均点を計算する。normalized gain 平均

点を計算した後、以下の表で解釈する。 

表 5-2-4 

学習の効果の基準 

Normalized Gain距離 効果の基準 

0,71 – 1,00  

0,41 – 0,70 

0,01 – 0,40  

非常に効果がある 

効果がある 

あまり効果がない 

 

表 5-2-5 

NO 対象の名前 成績 (g) = (T2 – T1)/ 

(100-T1)   T1 T2 

1 didin 95 100 1 

2 ryan 80 95 0.75 

3 rini 60 100 1 

4 anto 60 90 0.75 

5 yusri 85 100 1 

6 laras 55 95 0.89 

∑ 5.389 

平均点 0.89 
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計算した効果に基づき、normalized gain 平均点は 0,89 点である。対象の効果の基

準に基づき、Inside Outside Circle メソッドを使用した日本語の語彙の学習は非常に効果があ

るということが分かった。 

 

5.3 アンケートの分析 

アンケートを分析するために、使用される公式は次のようである。 

P = 
𝑓

𝑁
 x 100% 

  

5.3.1 Inside Outside Circle メソッドの使用した対象の日本語の語彙はどうです

か。 

表 5-3-6 

答え ｆ Ｎ ％ 

はい、上がる 4 6 人 66,67% 

普通 2 6 人 33,33% 

全く上がらない － 6 人 － 

 

上記の表に示されているように、「Inside Outside Circle メソッドの使用し

た対象の日本語の語彙はどうですか」尋ねたところ、「はい、上がる」と答

えた人は約 66,67%を占めている。次いで、「普通」と答えた人は約 33,33%で

ある。そのため、わかってきたのは Inside outside circle メソッドの使用した

後、対象の日本語の語彙を上がることができる。 

 

5.3.2 Inside Outside Circle メソッドで日本語の語彙を学ぶのは面白いですか。 

表 5-3-7 

答え ｆ Ｎ ％ 

とても面白い 5 6 人 83,3% 

やや面白い 1 6 人 16,7% 

あまり面白くない － 6 人 － 

 

上記の表に示されているように、「Inside Outside Circle メソッドで日本語

の語彙を学ぶのは面白いですか。」尋ねたところ、「とても面白い」と選ん
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だ人は約 83,3%を占めている。次いで、「やや面白い」と答えた人は約 16,7%

である。 この表から、Inside outside circle メソッドは、対象の日本語の

語彙を上がることができる。Inside Outside Circle メソッドで日本語の語彙を学

ぶのということが分かった。 

 

6. おわりに 

データの分析の効果に基づき、本研究の結論は次のようである。 

1． 事前テストの結果に基づき、日本語の語彙能力の平均点が 72,5点であった。そし

て実験した後、事後テストの平均点は 96,67 点となった。したがって、「Inside 

Outside Circle メソッドを使用した後、日本語の語彙能力が上がるということが分

かった。 

2． normalized gain 平均点は 0,89 点である。つまり、ひじょうに効果があるというこ

とが明らかになった。 

3． アンケートのデータの分析に基づき、Inside Outside Circle メソッドを使用した後、

日本語の語彙が分かりやすく、面白く、学習の動機づけができるということが分

かった。 
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